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提
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石
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あ
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方
に
関
す
る
質
問
に
対
し
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別
紙
答
弁
書
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送
付
す
る
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衆
議
院
議
員
鈴
木
一
君
提
出
石
油
事
業
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

政
府
と
し
て
も
、
石
油
の
低
廉
か
つ
安
定
的
な
供
給
の
確
保
の
た
め
に
は
、
わ
が
国
石
油
業
の
自
主
性
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
年
二
月
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
答
申
の

趣
旨
に
沿
つ
て
、
国
内
系
企
業
に
対
す
る
財
政
資
金
の
投
入
（
共
同
石
油
に
対
す
る
開
銀
融
資
）
等
の
措
置
を
通

し
て
、
国
内
系
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
つ
て
参
り
た
い
。 

二 

わ
が
国
石
油
精
製
業
に
お
い
て
、
現
在
外
資
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
て
い
る
も
の
は
な
い
し
、
今
後
に

お
い
て
も
、
外
資
法
の
運
用
等
を
通
し
て
、
現
状
に
お
け
る
外
資
比
率
を
こ
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
措
置
し
て

参
り
た
い
。 

三 

外
資
系
企
業
に
お
い
て
も
、
日
本
人
の
手
に
よ
つ
て
経
営
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
同
感
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
を
法
的
に
規
制
す
る
こ
と
に
は
種
々
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
今
後
、
具
体
的 



四 

昭
和
石
油
に
対
す
る
設
備
許
可
に
つ
い
て
は
、
八
月
十
日
の
石
油
審
議
会
に
お
い
て
、
当
該
特
定
設
備
の
増

設
計
画
に
関
し
て
は
、
そ
の
実
施
体
制
の
確
立
を
ま
つ
て
四
万
バ
ー
レ
ル
の
増
設
の
許
可
を
行
な
う
旨
の
答
申

が
な
さ
れ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
も
、
こ
の
答
申
を
尊
重
す
る
方
針
で
あ
る
。 

な
ケ
ー
ス
に
応
じ
、
御
意
見
の
線
に
沿
つ
て
、
適
当
な
措
置
を
講
じ
て
参
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 
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